
第 408 回昭和の森自然観察会

昭和の森をグルッと一回り

伊藤 道男（千葉市）

                             

日  時：2026 年 5 月 10 日（日）10:00～12:00  天候：晴れ

参加者：19 名（大人 14 名  子ども 5 名）

観察コース：冒険広場～サンブスギ林～いきもの田んぼ～冬の道～展望台

担当指導員：伊藤、福島（外部講師）、指導員 5 名、管理事務所 2 名   

昭和の森を反時計回りに半周するコースでかなりの距離を歩くため、担当指導員は、開花してい

る樹木、野草等をメインにテンポよく進め、昆虫などに興味をもった参加者にはサポート指導員がじ

っくり向き合って対応しました。

最初にヤマボウシの特徴とハナミズキ（北米原産）との関係、メタセコ

イヤが生きた化石と言われる理由などを説明したあと、スギ林内で林床

のナルコユリ、ホウチャクソウ、マムシグサなどを観察しました。

ここで、千葉県産のスギ品種であるサンブスギの特徴や非赤枯性溝

腐病の課題、さらに隣接する場所でコナラやクヌギに甚大な被害を及

ぼしたナラ枯れ病が消長する理由などについて、外部講師である福島

氏からまとまった解説を受けました。かなり専門的な内容でしたが、子

どもの参加者から質問が出るなどして理解を深めることができました。

その後は、生き物田んぼでメダカやオタマジャクシを、竹林ではモウ

ソウチクを観察したあと、あまり立ち入らない冬の道を上りました。

急こう配に息を切らして登った展望台近くでは開花中のユリノキ、カラ

タネオガタマ、トチノキなどを手の届く高さでゆっくり観察することができました。

展望台では標高 101ｍで千葉市の最高標高点に近いこと、昭和の森は 3 水系に分かれており、

緩やかな起伏が分水嶺になっていることなどを説明しました。ここで 12 時となったので、アンケート

を行い一旦解散としましたが、参加者のほとんどは、その後の市町村の森でのカシワの葉を見なが

らの柏餅の東西比較、ダイオウショウの観察まで一緒でした。

参加者からは「まとまった情報を得ることができて有意義だった」「昭和の森の魅力を再確認した」

「普段行かないルートを歩けて楽しかった」などの感想がありました。

昭和の森は３水系に分かれる千葉県の森林の特徴と課題


